
【取り組む際に生じた課題】
• ナマコの密漁、乱獲の影響による資源の大幅な減少
• コロナ禍による生産、輸出の機会損失
• 新たに中国政府より厳格化されたガイドラインに則った輸出許可の申請

【ウェブサイト】 http://ｗｗｗ.shinasui.co.jp

【対応の結果】
• 水産庁、県庁、市水産課からも積極的な協力が得られ、資源回復に向けた取り
組みが広がっている

• 漁業者との連携、加工ラインの見直し、顧客との関係強化ができる機会になった

ラボ内の様子（ナマコ種苗生産

HACCP対応新設工場

ナマコ加工を生業に今期創業100周年を迎える
中国産養殖ナマコの生産量は日本産天然ナマコを大きく上回るが、品質の高い日本
産ナマコは根強く人気が高い

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 61,000 17.9
通年令和元年度 56,900 13.4

平成30年度 54,300 12.2

塩蔵、乾燥ナマコ

【主な品目】

台湾、香港

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 関係機関と協力し、効果の高い手法を用いた資源回復が望まれる
• 香港、台湾だけを窓口にしない中国本土への直接輸出と新たな販売方法
• 更なる商品の高品質化を目指し、確固たるブランドの構築

【生じた課題への対応】
• 自社による放流事業を強化し、行政にも広く協力を求めた
• 柔軟な対応をすべきと判断し、漁業者・加工ライン・顧客の状況等の変化に対応
• HACCP対応型の工場を新設

【連絡先】 担当者名：植地晃太（ウエジコウタ）ＴＥＬ：0799-36-2117

【活用した支援・施策】

（平成15年度より輸出開始）

兵庫県 品川水産（株）
『塩蔵、乾燥ナマコを台湾、香港へ』

水産物

【効果があった取組】
現地でのリサーチと販促活動
を続け、日本最高位のブランド
として認知されている

放流事業の様子


